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１．当四半期決算に関する定性的情報

 

（１）経営成績に関する説明

 

 当第１四半期連結累計期間につきましては、当社グループでは、各事業にわたり積極的な営業活動を行って業績の

向上に努めました結果、営業収益は786億８千５百万円（前年同期比127億３千６百万円、19.3％増）、営業利益は

103億７千８百万円（前年同期比20億４千５百万円、24.5％増）となり、これに営業外損益を加減した経常利益は103

億５千８百万円（前年同期比23億３千２百万円、29.1％増）となりました。さらに、これに特別損益を加減し、法人

税等及び非支配株主に帰属する四半期純利益を控除した親会社株主に帰属する四半期純利益は69億１千９百万円と、

前年同期に比較して６億３千７百万円（8.4％）の減益となりました。 

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。

 

①運輸業 

 鉄道事業におきましては、京阪電気鉄道㈱において、定期旅客数が増加したほか、前連結会計年度に運行開始した

「プレミアムカー」及び「ライナー」列車が寄与したことなどにより、旅客運輸収入が堅調に推移いたしました。 

 これらの結果、運輸業全体の営業収益は239億８千４百万円と、前年同期に比較して３億３千４百万円（1.4％）の

増収となり、営業利益は41億１千８百万円と、前年同期に比較して２億３千３百万円（6.0％）の増益となりまし

た。

 

②不動産業 

 不動産販売業におきましては、「ローズプレイスくずは中之芝」などの土地建物を販売いたしました。また、マン

ションでは、「ファインシティ千里津雲台」などのほか、首都圏におきましても積極的な事業展開に努め、「ファイ

ンシティ横浜江ヶ崎ルネ」「ファインシティ東松戸モール＆レジデンス」などを販売いたしました。さらに、前連結

会計年度に全株式を取得し連結子会社化した㈱ゼロ・コーポレーションの業績も寄与いたしました。

 不動産賃貸業におきましては、積極的な営業活動を展開し、既存の賃貸ビルの稼働率向上に努めました。 

 これらの結果、不動産業全体の営業収益は269億４千９百万円と、前年同期に比較して129億３千８百万円

（92.3％）の増収となり、営業利益は44億５千１百万円と、前年同期に比較して16億７千１百万円（60.1％）の増益

となりました。 

 

③流通業 

 流通業全体の営業収益は、レストラン業やストア業における閉店などの影響により、240億６千５百万円と、前年

同期に比較して４億１千３百万円（1.7％）の減収となりましたが、「ユニクロ関西空港出国エリア店」「ユニクロ

なんばウォーク店」などがインバウンド需要を取り込み、好調に推移したことに加え、前連結会計年度の新店開業費

用の反動減などもあり、営業利益は７億１百万円と、前年同期に比較して１億６千５百万円（30.9％）の増益となり

ました。

 

④レジャー・サービス業 

 ホテル事業におきましては、各ホテルにおいて積極的な営業活動を展開し、ビジネス需要や国内外からの観光需要 

の取込みによる稼働率の向上及び収益力の強化に努めました。

 しかしながら、京都センチュリーホテル改修工事などの影響により、レジャー・サービス業全体の営業収益は74億

６百万円と、前年同期に比較して１億３千４百万円（1.8％）の減収となり、営業利益は10億５千７百万円と、前年

同期に比較して２億３百万円（16.2％）の減益となりました。 

 

⑤その他の事業 

 その他の事業全体の営業収益は前年同期に比較してほぼ横ばいの４億８千７百万円にとどまり、営業利益は２千万

円と、前年同期に比較して４百万円（16.6％）の減益となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金が減少したことなどにより、前連結会計年度末から

９億３千８百万円（0.1％）減少し、6,978億４千７百万円となりました。 

 負債につきましては、工事代金等の支払いに伴い未払金が減少したことなどにより、前連結会計年度末から64億７

百万円（1.3％）減少し、4,688億１千９百万円となりました。 

 純資産につきましては、利益剰余金が増加したことなどにより、前連結会計年度末から54億６千９百万円

（2.4％）増加し、2,290億２千８百万円となりました。 

 なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行って

おります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 

 第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、前回公表数値（2018年５月９日）から変更はあ

りません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2018年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 20,317 20,209 

受取手形及び売掛金 31,199 20,907 

有価証券 51 6 

販売土地及び建物 105,070 109,523 

商品 1,772 1,835 

その他 10,099 10,342 

貸倒引当金 △243 △249 

流動資産合計 168,266 162,575 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 193,388 191,417 

機械装置及び運搬具（純額） 16,672 18,700 

土地 217,866 217,884 

建設仮勘定 19,065 22,194 

その他（純額） 8,632 8,361 

有形固定資産合計 455,624 458,558 

無形固定資産 9,267 9,071 

投資その他の資産    

投資有価証券 43,676 45,208 

長期貸付金 689 664 

繰延税金資産 9,500 9,677 

退職給付に係る資産 704 994 

その他 11,340 11,388 

貸倒引当金 △283 △291 

投資その他の資産合計 65,627 67,642 

固定資産合計 530,519 535,271 

資産合計 698,786 697,847 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2018年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 11,588 10,531 

短期借入金 80,202 80,965 

短期社債 － 2,500 

1年内償還予定の社債 10,045 10,045 

未払法人税等 4,524 1,657 

前受金 7,521 10,323 

賞与引当金 2,555 1,315 

商品券等引換損失引当金 565 579 

その他 44,596 39,537 

流動負債合計 161,600 157,455 

固定負債    

社債 80,125 80,120 

長期借入金 146,026 143,334 

長期未払金 536 511 

繰延税金負債 10,915 11,368 

再評価に係る繰延税金負債 33,137 33,137 

役員退職慰労引当金 345 341 

退職給付に係る負債 18,790 18,656 

その他 23,749 23,893 

固定負債合計 313,626 311,363 

負債合計 475,226 468,819 

純資産の部    

株主資本    

資本金 51,466 51,466 

資本剰余金 28,787 28,787 

利益剰余金 117,384 122,159 

自己株式 △21,603 △21,607 

株主資本合計 176,033 180,805 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 10,787 11,367 

土地再評価差額金 36,088 36,088 

為替換算調整勘定 6 △14 

退職給付に係る調整累計額 △2,540 △2,548 

その他の包括利益累計額合計 44,341 44,892 

新株予約権 44 44 

非支配株主持分 3,139 3,285 

純資産合計 223,559 229,028 

負債純資産合計 698,786 697,847 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年６月30日) 

営業収益 65,948 78,685 

営業費    

運輸業等営業費及び売上原価 48,313 58,271 

販売費及び一般管理費 9,302 10,035 

営業費合計 57,615 68,306 

営業利益 8,333 10,378 

営業外収益    

受取利息 18 14 

受取配当金 466 561 

雑収入 183 206 

営業外収益合計 668 783 

営業外費用    

支払利息 626 608 

持分法による投資損失 10 5 

雑支出 337 188 

営業外費用合計 975 803 

経常利益 8,026 10,358 

特別利益    

補助金 175 154 

固定資産売却益 22 92 

工事負担金等受入額 － 15 

関係会社株式売却益 3,164 － 

その他 － 7 

特別利益合計 3,361 269 

特別損失    

固定資産除却損 164 92 

固定資産圧縮損 29 33 

その他 8 － 

特別損失合計 201 125 

税金等調整前四半期純利益 11,186 10,502 

法人税、住民税及び事業税 3,417 3,387 

法人税等調整額 85 22 

法人税等合計 3,503 3,410 

四半期純利益 7,682 7,091 

非支配株主に帰属する四半期純利益 125 172 

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,557 6,919 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年６月30日) 

四半期純利益 7,682 7,091 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 158 579 

退職給付に係る調整額 145 △7 

持分法適用会社に対する持分相当額 2 △20 

その他の包括利益合計 306 551 

四半期包括利益 7,989 7,642 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 7,845 7,470 

非支配株主に係る四半期包括利益 143 172 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（無担保社債の発行） 

当社は、2018年５月28日開催の取締役会における社債発行に関する包括決議に基づき、下記の条件にて第30回

無担保社債を発行いたしました。 

(1) 発行総額  10,000百万円 

(2) 発行価格  各社債の金額100円につき金100円 

(3) 払込期日  2018年７月18日 

(4) 償還期限  2038年７月16日 

(5) 利率    年0.740％ 

(6) 資金の使途 社債償還資金 
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